
設計条件

備考
１．

類は溶融亜鉛めっきのみとする。
リル系樹脂静電粉体塗装とする。但し、ボルト・ナット
外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上アク

設計荷重・・・防護柵の設置基準・同解説のＰ種に基づく。
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施工箇所名

工　事  名

図面番号

図面の種類

縮　　　尺

津市建設部津北工事事務所

平面図・標準横断面図・工法図

事務所名

図示

津市半田地内

半田第１３号線交通安全施設

この図面はA2サイズを原寸とする。

令和２年度北交安第１号
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 （防護柵）設置工事


